
これからの⼦ネット活動について 

」 

発⾜３年⽬ ⼦育ってネットワーク 特集 

」 
⼥性ネットワーク委員会から⼦育てネットワーク委員会へと名称を変更し 3 年⽬に⼊りました。⼦どもたち

の豊かな⼼と⽣きる⼒を育むために、保護者の役割について考え、家庭の教育⼒の向上を⽬指す活動を展開し
てきました。その時々の社会状況を考慮し、⼦どもの成⻑にとって⼤切と思われる内容を選び出し、家庭の教
育⼒(⼦育て)に役⽴つテーマを設定し研修や活動を進めてきたところです。 

私たちの活動は情報をつなぐために⼈と⼈との結びつきが⼤切になってきます。県から地区、市町村、単位
PTA へと、より多くの保護者に得た情報を伝えることを通じて、新たに知りたいことや課題に気づいたり、お
得な情報に接することもあります。地域の⼦どもたちの幸せは、やがて⾃分の⼦どもの幸せに結びつきます。 

そのためにも、より多くの⼈とのつながりを⼤切にしながら、活動をする私たちがより活動をしやすいよう
意⾒交換、情報交換を⼤切にし、明るく楽しく活動を展開していきたいと思います。 

茨 P 連⼦育てネットワーク委員会  委員⻑ 萩⾕ 直美 
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 発⾏  茨城県 PTA 連絡協議会 

茨城県⽔⼾市三の丸 1-5-38 

茨城県三の丸庁舎 3 階 

 

 



 

「どうなる⼦どもの教育費、どうする⼦どものお⼩遣い」のテーマで、
⾦融広報アドバイザーの⼭⼝京⼦先⽣に講話をしていただきました。⼈
⽣の三⼤資⾦として「教育資⾦、住宅資⾦、⽼後資⾦」を挙げ、今回は教
育に関するお話をしていただきました。最後に、⼩グループで情報交換
を⾏い、⾃分の抱えている”お⾦の課題”を共有しました。終了後のアンケ
ートでは“情報を共有できてよかった”と多くの反響をいただく事ができ
ました。       県南地区⼦ネット委員会  委員⻑ 鶴岡 舞 

県北 P 連⼦育てネットワーク委員会では、⼦どもたちの明るい未来を
願い、４市共通の取り組みとして、「スマイルハッピーデー」と称し、家
族で楽しくコミュニケーションを取り、⼀緒に経験したことを各単位Ｐ
ＴＡで模造紙にまとめ、県北 P 連⼦育てネットワーク委員会の研修会に
おいて、各市の成果発表として展⽰いたしました。市内の会場をお借り
し、市⺠の⽅々に⾒ていただき、皆様からの声が今後の活動への励みに
なりました。   県北地区⼦ネット委員会  委員⻑ ⻑⾕川 陽⼦ 

 

地区内(⾏⽅市)在中で３⼈のお⼦さんを持つ、腸内環境解説員の横⽥ 
景⼦⽒を講師に招き、腸内細菌とその働き、体と⼼へ与える影響を学び、
簡単育菌レシピの紹介、発酵⾷おやつの試⾷を⾏いました。 参加者から
は種類豊富でおいしく、おやつなら⼿軽に取り⼊れやすい との声を頂き
ました。 質疑応答では、花粉症等のアレルギー、思春期ニキビへの対応、
好き 嫌いの多い⽅でも実践できることを教えて頂きました。 

県東地区⼦ネット委員会  委員⻑ ⾦⽥ 祐⼦ 
 
 

 
 

本⽂２００⽂字 

⽔⼾市 P 連⼦ネットでは毎年、市⻑・教育⻑等へ私達⼦育て世代の⽣
の声をお届けし､ ⼦育てにおける要望や現状をお伝えしています｡ そう
した声が⾏政に届き､ 中学校の給⾷費無償化や､義務教育における⼊学
時の助成⾦の⽀給等､ ⽣活における⼦育て環境への充実した取組みにい
ち早くご対応いただいております｡ また今後の取組みや情勢等を共有頂
き､ 市⺠として協⼒できる事を改めて認識する事で､ ⾏政と⼿を取り合
いながら⼦育てしやすい⽔⼾市になっていくと思いました。 

⽔⼾市 P 連 ⼦ネット委員⻑  秦 智⼦  

 地区 P や、市町村 P で⼦育てに関する様々な活動が茨
城県内で展開されています。 単 P でできないことをみ
んなで⼿を携えて連携することで⼤きなチカラに変わり
ます。 
良い活動をシェアして新たな⼀歩を踏み出そう。 

茨城県 PTA 連絡協議会 会⻑  草地 学 

 

特⾊ある活動のご紹介 

 
 
 
 
 
 
 
  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 

５地区・４４市町村で様々な活動が！ 

茨城県PTA連絡協議会 

 



この制度は、茨Ｐ連会員に限り任意で加入できる【児童・生徒の対象の傷害総合保険】です。

茨Ｐ連（会員数：約２０万人）の会員の中で大勢の保護者の方から支持されており、

２５％割引が適用されている大変お得な制度です。（注）

茨Ｐ連では児童・生徒の万が一に備えて、本制度のご加入をお勧めしております。

茨Ｐ連 「小中学生24時間補償制度（傷害総合保険）」

をご存じですか？

例えばこんな事故が・・・
小学生が夜、無灯火で自転車走行中、歩行中の女性と

正面衝突。女性は頭蓋遺骨骨折で意識が戻らなかった。

⇒賠償金約９５００万円（H25年神戸地裁）

個人賠償責任補償（示談交渉サービス付き）
お子様やそのご家族が誤って他人にケガをさせたり、他人の物を

壊したりして、法律上の賠償責任を負った場合に補償されます。

自転車賠償事故、学校支給のタブレット破損事故も補償されます。

ケガの補償【入院・通院・手術保険金】

病気の補償【Mプラン限定】

熱中症の補償

被害事故の補償 など

本制度の詳しい内容は、新学期に新小中学１年生に配布される本制度ご案内（加入依頼書付）に記載

されております。また、茨Ｐ連ホームページ内でも同ご案内がご参照いただけます。

https://www.ibarakiken-pta.ne.jp/24h-compensation/ 下記ＱＲコードからもご参照いただけます

※改正道路交通法の施行により、全

ての自転車利用者のヘルメット着用

が努力義務となっています。

（2023年4月1日より）

（取扱代理店）

株式会社 ウィズアイ

水戸支店

ＴＥＬ ：０２９－２９７－７１８８

ＦＡＸ ：０２９－２９７－６６７６

（引受保険会社）

損害保険ジャパン 株式会社

茨城支店 水戸第二支社

ＴＥＬ ：０２９－２３１－８８６５

ＦＡＸ ：０２９－２２７－４０６４

その他、充実の補償内容でお子様をお守りします。（全６プラン）

このチラシは概要を説明したものです。詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン

までお問合せください。 注：ご加入者数により割引率が変更になる場合があります。

団体割引

２５％適用
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